






 

近年幼児期ないし小児期においては,疾病構造の変化により,死因の第一位は不慮の事故と

なり,事故の予防が極めて大きな問題となってきている。またこの時期における諸種の障害

は,その子の一生を支配することが少なくないとされる。すなわち幼小児期の肥満高脂血症,

悪い生活習慣などは,小児期の死因には直接関係しないが,成人になって後比較的早期に成

人病が進展したりする。 

 幼児期の運動不足は反射神経の鍛練不足をきたし,さらにはその子を生涯運動嫌いとし，

成人病の若年化にも働くといった問題も挙げられる。 

 本研究班は子ども達の将来につながる障害にどんなものがあり,どのようにすれば成人

病の予防あるいは事故の予防ができるかを検討することを目的として結成されたものであ

る。本研究はまだ緒についたばかりであるがその目的達成までにはいろいろ研究し，実施

してさらに検討し直すことも考えられる。 


